
全国保育問題研究協議会 

第 41 回夏季セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
開催趣旨 

「子育て」は、新しい生命の誕生と成⾧が子どもに関わる多くの人の

喜びとなり、子育てを通じてひろがる人とのつながりが人生を豊かにし

てくれる、未来への「希望」です。 

しかし現実には、少なくない保護者が「どうしてこんなに大変な

の！？」「どうしてこんな思いをしないといけないの！？」と、まるで

「子育て」が人生に課された「罰」であるかのような感覚に陥ることさ

えないでしょうか。これらは、必ずしも当事者である保護者の主観、間

違っても自己責任の問題ではありません。この国の社会構造と政治とに

よって生み出されてきた問題として捉える必要があります。 

全国保育問題研究集会の「父母と共につくる保育内容」分科会の誕生

に関わった宍戸健夫氏は「父母とともにつくる保育内容」について、「父

母と保育者が連携・協力して新しい保育園・幼稚園づくりをめざす」分

科会であり、「その『保育内容』を実践を通してあきらかにしようとするもの」と説明しました。そして、そのた

めには、「父母と保育者とが、単に『あずける』『あずかる』との関係ではなく、両者の生活や立場を理解し合い、

子どもの豊かな成⾧のために協力し合う、心が通い合う関係がつくられ」る必要性を述べていました（『保育で育

ち合う―子ども・父母・保育者のいい関係』（保育問題研究シリーズ）2009 年、2 頁）。 

父母と保育者との共同はまさに、現在の子育てをめぐる大変さと向き合い、いくらかでも解きほぐそうとする

アイデアであり、方法なのです。そんなこと言われても、そうかもしれないけど、やっぱり・・・。さまざまな

プレッシャーにさらされたなかでの保育や子育てにおいて、周りの人とつながったり、ましてや相談したりする

なんてことは、もうこれ以上勘弁してほしい不安以外の何ものでもない、なんて思うこともあるかもしれません。 

今回は、「父母と共に」といっても、いたずらに大きく考え過ぎずシンプルに、子どもの周りの大人同士で「こ

んなつながり方もありじゃない？」、実際の経験に学びながら、素朴な心配や不安もご一緒に考えませんか。 

2025 年 

8 月23 日（土） 12：00～受付開始   13：00～18：00 

8 月24 日（日） 9：30～12：30 

名古屋労働会館（愛知県名古屋市） 

わかりたい父母のこと 

伝えたい子どものこと 

いっしょにつくろう！私たちの保育 

申し込み締め切り日 

2025 年 8 月 17 日(日) 



 

1 日目 8 月 23 日（土） 全体会 13：00～18：00 

12：00～  受付 

13：00   開会 

13：00   開会あいさつ 

13：00   基調報告 

13：30   記念講演 ：桜井啓太氏  

        子育て罰を受ける国 ～「子どもの貧困」を乗り越えるために～ 

  

 

 

14：40   休憩 

14：55   質疑 

15：25   トークセッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

16：55   交流 

18：00   終了 

2 日目 8 月 24 日（日）  分散会  9：30～11：30  全体会 11：30～12：30 

9：00～  受付       

9：30   3 本の実践に分かれて深める 

11：30   全体会（まとめ） 

12：30   終了 
 

 

 

 

 

 

申し込み方法：右の QR コードまたは、全国保問研のホームページ 

(https://zenhomon.jp)からお申し込みください。(7 月 1 日受付開始)  

参  加  費：5,000 円(学生 2,500 円)                    

お問い合わせ：全国保育問題研究協議会事務局 hkakisemi@yahoo.co.jp               申し込みフォーム        

会場：名古屋労働会館東館 

（愛知県名古屋市熱田区沢下町 9-7） 

アクセス：金山駅東口より名鉄線路沿い徒歩 10 分 

 

3 つの保育園から保護者にも参加して頂きます。それ

ぞれ保育園が保護者の思いをどのように受けとめ応え

てきたのか…保護者と園が織りなしてきた実践を聞き

ながら、「父母とつくる保育内容」をご一緒に考え合い

ましょう！ 

思い込みの子育てからの解放 

～我が子の本当の願いに出会えて～  

（愛知：かわらまち保育園  

父母：東内瑠里子さん＆園⾧：河野友香さん） 

ひまわり創立 50 周年！『共同』の２文字はひまわりの心 

～共同の力で子どもも保護者も職員も育つ～ 

（京都：綾部ひまわり共同保育園  

父母：谷道愛子さん＆園⾧：加藤由紀子さん） 

子どもたちにもう 1 人保育士を！ 

～保育者と保護者が繋がったその先に～  

（愛知：けやきの木保育園  

父母：川口遥野さん＆園⾧：和田亮介さん） 

桜井 啓太氏：大阪府堺市でケースワーカーなど生活保護業務に 10 年間従事し、名古屋市立大学准教

授を経て、現在立命館大学産業社会学部准教授。現代日本の貧困問題、社会福祉、生活保護制度を研究。 

著書：子育て罰「親子に冷たい日本」を変えるには   自立へ追い立てられる社会 など 


